
建設長崎第81回定期大会開催 ～団結新たに新年度運動へ～

員
長
よ
り
大
会
成
立
が
宣
言
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
部
執
行
部
を
代
表
し
て
、

佐
藤
執
行
委
員
長
よ
り
「
今
日

の
中
東
情
勢
の
影
響
に
よ
り
、

原
油
価
格
の
高
騰
と
資
材
不
足

が
発
生
し
て
お
り
、
日
本
経
済

や
建
設
現
場
に
お
い
て
大
変
な

影
響
が
及
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

を
受
け
て
全
建
総
連
で
は
、
全

国
の
仲
間
の
実
態
を
正
確
に
把

握
す
る
た
め
に
緊
急
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
内
容

を
政
府
や
政
党
へ
訴
え
、
資
材

の
安
定
供
給
・
価
格
高
騰
対
策

の
要
請
行
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
状
況
が
一
日

で
も
早
く
正
常
化
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
に
全
面
施
行
さ

れ
た
第
三
次
・
担
い
手
３
法
に

よ
り
、
国
が
定
め
る
労
務
費
の

基
準
を
著
し
く
下
回
る
見
積
も

り
や
契
約
が
官
民
問
わ
ず
禁
止

さ
れ
る
。
そ
れ
に
関
連
し
行
政

に
よ
る
調
査
指
導
監
査
も
強
化

さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
仲
間
の

技
術
技
能
に
見
合
う
適
切
な
賃

金
確
保
と
処
遇
改
善
に
繋
が
る

こ
と
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い

る
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
全
建
総
連
の
西
書

記
次
長
よ
り
、「
建
設
資
材
の

供
給
不
足
・
高
騰
の
課
題
に
対

し
、
国
土
交
通
省
や
各
政
党
へ

訴
え
て
き
ま
し
た
。
関
係
閣
僚

会
議
の
中
で
高
市
総
理
か
ら
、

『
一
人
親
方
に
つ
い
て
は
、
全

国
五
十
九
万
人
が
加
入
す
る
全

建
総
連
の
地
方
組
織
と
国
土
交

通
省
の
地
方
組
織
が
連
携
を
し

て
、
調
達
や
供
給
の
状
況
を
把

握
し
て
正
常
化
に
向
け
て
努
力

す
る
』
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
声

を
集
め
て
、
正
常
化
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
建
設
業
の
就
業
者
の
減
少
や

若
年
入
職
者
不
足
を
改
善
す
る

た
め
に
、
全
建
総
連
で
は
一
昨

年
、『
持
続
可
能
な
建
設
業
の

実
現
』
に
向
け
た
百
万
人
国
会

請
願
署
名
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
期
に
改
正
さ
れ
た

担
い
手
三
法
で
は
、
建
設
業
で

働
く
人
の
労
務
費
の
基
準
値
が

設
け
ら
れ
、
適
正
な
賃
金
の
確

保
に
向
け
た
目
標
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
の
引
き
上
げ
と
労
務
費
の
基

準
値
を
足
掛
か
り
に
、
高
水
準

の
賃
上
げ
を
目
指
し
て
要
求
・

請
求
・
交
渉
を
す
る
。
そ
う
し

た
運
動
を
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
西
岡

衆
議
院
議
員
よ
り
連
帯
と
激
励

の
こ
と
ば
を
頂
き
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
八
年
度
運

動
方
針
案
、
令
和
七
年
度
会
計

決
算
報
告
、
令
和
八
年
度
会
計

予
算
案
、
規
約
改
正
案
、
役
員

改
選
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
質
疑
応
答
の
後
、
出
席
代
議

員
の
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
支
部
別
組
織
功
労
表
彰
で
は
、

年
間
純
増
を
達
成
し
た
島
原
支

部
（
＋
二
名
）、
中
央
大
浦
支

部
（
＋
一
名
）
へ
表
彰
状
と
功

労
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
中
尾
選
挙

管
理
委
員
長
よ
り
令
和
八
年
度

役
員
案
が
提
案
さ
れ
、
新
任
七

名
を
含
む
新
執
行
部
四
十
七
名

が
全
員
の
拍
手
に
よ
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
退
任
さ
れ
る
八
名

の
方
々
に
は
、
佐
藤
執
行
委
員

長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
尽
力
に

感
謝
の
意
が
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
執
行
部
あ
い
さ
つ
で
は
、

佐
藤
委
員
長
が
「
運
動
方
針
に

基
づ
き
、
新
執
行
部
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
、
新
年
度
へ
の
決

意
を
示
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
会
議
長
よ
り
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
全
員
の
拍
手
で
採
択
。
続

い
て
、
大
水
青
年
部
長
が
高
ら

か
に
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、

参
加
者
の
意
思
統
一
を
図
り
ま

し
た
。

　
最
後
に
佐
藤
副
執
行
委
員
長

が
閉
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
佐

藤
執
行
委
員
長
の
音
頭
に
よ
る

団
結
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
で
、
第

八
十
一
回
定
期
大
会
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
小
宮
副
執
行
委
員
長
が
開
会
あ
い

さ
つ
を
行
い
、
続
い
て
、
こ
の
一
年
間
に
亡

く
な
ら
れ
た
組
合
員
と
ご
家
族
へ
黙
祷
を
捧

げ
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
諫
早
支
部
の
辻
代
議
員
、
佐
世

保
中
央
支
部
の
大
水
代
議
員
が
選
出
さ
れ
、

大
会
諸
役
員
の
選
出
後
、
須
藤
資
格
審
査
委

　
七
月
十
九
日
、
第
八
十
一
回
定
期

大
会
を
、
長
崎
新
聞
文
化
ホ
ー
ル
ア

ス
ト
ピ
ア
に
て
開
催
。

　
県
下
各
地
よ
り
組
合
代
議
員
・
執

行
部
・
男
性
書
記
局
の
計
百
三
十
二

名
が
参
加
し
、
来
賓
を
含
め
総
勢
百

四
十
名
が
集
結
。

　
諸
要
求
の
実
現
に
向
け
、
各
種
運

動
方
針
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

元
執
行
委
員
長 

前
田 

富
雄
氏
　
ご
逝
去

　

当
組
合
元
執
行
委
員
長
、

前
田 

富
雄
氏
が
、
七
月

二
十
三
日
に
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

在
任
中
の
ご
尽
力
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

佐藤執行委員長

全建総連　西書記次長衆議院議員　西岡　秀子　氏

�

（
順
不
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全
建
総
連
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�
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通
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長
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連
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書
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メ
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【
大
会
出
席
者
数
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役
職
名

氏
　
　
名

出
身
支
部

職
　
種

執
行
委
員
長

佐

藤

圭

介

浦

上

東

専　

従

副
執
行
委
員
長

西

平

博

之

浦

上

西

専　

従

副
執
行
委
員
長

小

宮

清

治

市

南

大　

工

副
執
行
委
員
長

佐

藤

昭

彦

浦

上

西

塗
装
工

副
執
行
委
員
長

中

尾

政

男

大

村

大　

工

副
執
行
委
員
長

須

藤

輝

久

北

松

大　

工

書

記

長

若

杉

孝

雄

中
央
大
浦

専　

従

書
記
次
長

大

賀

修

司

東

長

崎

専　

従

執
行
委
員

池

田　
　

剛

浦

上

東

専　

従

執
行
委
員

城

下

大

輔

中
央
大
浦

専　

従

執
行
委
員

馬

渡

鉄

洋

中
央
大
浦

大　

工

執
行
委
員

古

里

一

紀

中
央
大
浦

塗
装
工

執
行
委
員

山

下

和

哉

市

南

大　

工

執
行
委
員

山

下

洋

二

市

南

鳶　

工

執
行
委
員

里　
　

澄

宏

東

長

崎

大　

工

執
行
委
員

山

村

篤

司

東

長

崎

大　

工

執
行
委
員

村

岡

広

明

浦

上

西

左　

官

執
行
委
員

吉

村

大

介

浦

上

西

塗
装
工

執
行
委
員

田

崎

順

一

浦

上

東

畳　

工

執
行
委
員

野

口

耕

平

浦

上

東

内
装
工

執
行
委
員

脇

川

雅

隆

西

彼

瓦　

工

執
行
委
員

徳

永

八

郎

西

彼

大　

工

執
行
委
員

藤

原

保

弘

諫

早

大　

工

執
行
委
員

後

田

博

幸

諫

早

建
具
工

◎
執
行
委
員

金

水　
　

誠

大

村

大　

工

◎
執
行
委
員

伊

藤

光

廣

大

村

大　

工

執
行
委
員

松

田

年

市

島

原

大　

工

執
行
委
員

木
之
田　

亮　

二

島

原

大　

工

執
行
委
員

本

田

英

樹

佐
世
保
中
央

型
枠
大
工

執
行
委
員

大

島

𠮷

博

佐
世
保
中
央

大　

工

執
行
委
員

長

島

則

行

佐
世
保
東

大　

工

執
行
委
員

迎　
　
　

稔

佐
世
保
東

大　

工

◎
執
行
委
員

吉

元

隆

一

佐
世
保
北

大　

工

◎
執
行
委
員

松

山

新

二

佐
世
保
北

大　

工

執
行
委
員

福

田

敏

幸

北

松

大　

工

執
行
委
員

坂

中

善

男

北

松

左　

官

執
行
委
員

原

田

仁

志

平

戸

土
木
工

◎
執
行
委
員

林　
　

博

光

平

戸

土
木
工

会
計
監
査

福

田　
　

修

中
央
大
浦

建
具
工

会
計
監
査

林　
　
　

崇

諫

早

大　

工

◎
会
計
監
査

茅

原

喜

人

佐
世
保
東

土
木
工

執
行
委
員
待
遇

大

水

源

也

佐
世
保
中
央

青
年
部

◎
執
行
委
員
待
遇

早

川

和

男

大

村

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

山　

形　

マ
ス
子

浦

上

西

主
婦
会

執
行
委
員
待
遇

大　

水　

か
ず
さ

佐
世
保
中
央

主
婦
会

特
別
執
行
委
員

松

園

俊

輔

本

部

専　

従

特
別
執
行
委
員

古

井

宏

樹

本

部

専　

従

令和 ８年度　建設長崎本部役員名簿 ◎は新任役員

組
合
費
の
改
定
に
つ
い
て

　
近
年
、
社
会
生
活
全
般
に

わ
た
る
物
価
高
騰
や
高
齢
組

合
員
の
退
職
等
に
よ
る
組
織

数
減
少
に
よ
り
、
組
合
費
収

入
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

経
費
削
減
に
努
め
て
い
る
も

の
の
、
組
合
財
政
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
で
す
。
ま

た
、
組
合
運
営
を
安
定
的
に

進
め
る
た
め
に
は
、
書
記
局

員
の
待
遇
改
善
も
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後

の
組
織
運
営
の
持
続
性
を
確

保
す
る
た
め
、
組
合
費
を
次

の
通
り
改
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

①
改

定

額　
月
額
四
〇
〇
円
の
引
き
上
げ

②
改
定
の
時
期　
令
和
九
年
六
月
一
日
よ
り
適
用

August
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新
任
役
員

執行委員
金水　　誠
（大村支部）

執行委員
吉元　隆一
（佐世保北支部）

執行委員
伊藤　光廣
（大村支部）

執行委員
松山　新二
（佐世保北支部）

執行委員待遇
早川　和男
（大村支部）

執行委員
林　　博光
（平戸支部）

前副執行委員長待遇
石田　哲雄
（専従）

前執行委員待遇
方山　栄治
（中央大浦支部）

前執行委員
福田　栄治
（佐世保北支部）

前執行委員
一瀬　純男
（大村支部）

前執行委員
柚本　美則
（佐世保北支部）

前執行委員
金子　芳雄
（大村支部）

前執行委員
岡田　　真
（平戸支部）

前会計監査
松本　浩二
（佐世保中央支部）

年間組織純増支部

中央大浦支部（年間純増　 １名）

島原支部（年間純増　 ２名）

退
任
役
員◀

質
疑
応
答
の
様
子

▶
固
い
握
手

　

私
た
ち
は
、
本
日
、
建
設
長
崎
第
八
十
一
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
組

織
の
内
部
強
化
と
拡
大
、
適
正
な
賃
金
確
保
と
処
遇
改
善
の
実
現
、
技
能

労
働
者
の
地
位
の
向
上
、
社
会
保
障
の
拡
充
な
ど
を
重
点
と
し
た
新
た
な

運
動
方
針
を
決
定
し
た
。

　

建
設
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
建
設
資
材
の
高
騰
や
物
価
高
が
深
刻

で
あ
り
、
技
能
労
働
者
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
仲
間
が
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
勝
ち
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

国
は
近
年
、
社
会
保
険
適
用
の
強
化
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
促
進

や
熱
中
症
対
策
な
ど
、
建
設
技
能
者
の
処
遇
改
善
と
担
い
手
確
保
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
、
設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
や
、
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
の
適
用
な
ど
一
定
の
前
進
を
図
っ
て
お
り
、
公
共
工
事

に
お
け
る
適
正
な
賃
金
水
準
を
明
確
に
示
し
、
元
請
・
下
請
を
通
じ
て
現

場
労
働
者
に
ま
で
賃
金
を
行
き
渡
ら
せ
る
標
準
労
務
費
の
仕
組
み
を
整
備

し
、
昨
年
十
二
月
に
は
「
労
務
費
の
基
準
」
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

賃
金
の
適
正
化
と
価
格
転
嫁
の
実
現
に
向
け
た
重
要
な
一
歩
で
あ
る
。

　

ま
た
、
県
や
各
市
に
対
し
要
望
し
て
き
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

を
実
現
・
拡
充
す
る
こ
と
が
地
域
産
業
の
活
性
化
に
繋
が
り
、
景
気
浮
揚

策
と
し
て
経
済
波
及
効
果
が
高
く
、
雇
用
創
出
や
若
手
技
能
者
を
育
成
す

る
面
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。

　

社
会
保
障
を
取
り
巻
く
情
勢
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
の
負
担

や
高
額
療
養
費
の
窓
口
負
担
上
限
額
の
引
き
上
げ
な
ど
新
た
な
課
題
が
あ

る
が
、
私
た
ち
の
生
命
と
健
康
を
守
る
建
設
国
保
は
建
設
労
働
者
に
と
っ

て
最
も
適
し
た
健
康
保
険
と
し
て
、
国
保
の
育
成
強
化
を
求
め
る
運
動
を

推
進
し
て
き
た
。
私
た
ち
は
、
引
き
続
き
全
国
の
仲
間
と
共
に
建
設
国
保

の
安
定
運
営
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請
、
地
元
国
会
議
員
要
請
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
声
と
要
求
を
土
台
に
、
建
設
技
能
者
の
い
の
ち

と
暮
ら
し
、
安
全
な
就
労
環
境
を
今
後
も
確
保
し
て
い
く
と
と
も
に
、
組

織
強
化
・
拡
大
を
め
ざ
し
て
本
大
会
で
決
定
し
た
運
動
方
針
に
則
っ
て
全

力
で
推
進
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

　
　

令
和
八
年
七
月
十
九
日

�

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合　

�

第
八
十
一
回
定
期
大
会　

大
会
宣
言

青
年
部
長

大
水 

源
也
（
佐
世
保
中
央
支
部
）

◀
大
会
議
長

▲大水　陸渡（佐世保中央支部）　▲辻　　啓人（諫早支部）

会計監査
茅原　喜人
（佐世保東支部）
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新年度に向けて
　大変有意義な時間でした。現

在、建設業界が直面している課

題を共有し、今後の運動方針を

確認する貴重な機会でした。改

めて自分も建設業界を支える一

員であるという責任を自覚しま

した。

担い手三法への期待
　初めての参加ですが、大会議

長に選任された方が登壇するの

に、予め近くの席を設けること

を提案します。担い手三法で労

務費を一緒に乗せるとなってい

るが、元請業者がしっかりと責

任を持ち対応しなければ、「現

場で働く職人方の賃金が上昇しないのでは」

と思った。資材・物流高騰により工事費を元

請が大幅な減額をさせない法制化を訴える。

更なる発展と
　初めて大会に参加させていた

だきました。建設長崎第81回と

長い歴史があることを知りまし

た。これからも建設長崎、長建

国保が末永続くことを願います。

思いと感謝
　本部会計監査在任中は、皆様

にたくさん支えていただき、本

当にありがとうございます。こ

の経験を通じて多くのことを学

び、とても貴重な時間を過ごす

ことができました。

みんなで組合を盛り上げていきたい
　今回定期大会に参加して、物

価高や資材高騰など大変な中で

すが、より一層みんなで頑張ら

なければと思いました。

また技能競技大会の出場者が

年々少なくなっているという事

で、もっとみんなが意欲的に参

加しやすくなるような環境を作って、以前の

ように盛り上げていきたいと思いました。

浦上西支部
木村　勇気

浦上東支部
寺崎　友章

西彼支部
岩下　　孟

佐世保中央支部
松本　浩治

佐世保東支部
迎　　良則

第81回 定期大会に参加して
（敬称略）

課題に向けた決意
　今回大会に参加して、私ども

労働者環境を守るための重要性

の答弁など大変勉強になりまし

た。印象に残ったのは、現場を

抱える深刻な人手不足、高齢化、

労務単価の引き上げなど大会開

催の意義を大いに感じました。

この経験を糧に微力ながら建設

業としての皆様のお力になれる

様に尽力していく決意です。

定期大会を終えて
　組合に加入して約40年前、初

めて参加した定期大会は雲仙で

の開催でした。 ２回目の大会

では議長を務めさせていただき、

大村支部でも議長として組合の

１年間の事業決定に携わる機会

をいただきました。本日の第81

回定期大会は、私にとって最後

の参加になるかもしれませんが、

会議はコンパクトで議事進行も

大変スムーズでした。 今後も

組合のさらなる発展を心より

願っております。

諫早支部
高橋　英樹

大村支部
村部　和則

増勢に向けて団結
　今回の大会の中で議決された

議案に対して、組合員全員が協

力し、仲間と家族の為に組合活

動に取り組み、建設業に従事す

る全ての人のために邁進するべ

きと思いました。次年度も組合

活動に協力し、組織拡大に尽力

して行きたい。

これからの組合に
　以前は、雲仙で２日間の日程

で行われておりました、２日目

は分散会があり活発な意見が交

わされました。今、思えば懐か

しく思われます。組合員減少の

中でも一致団結して大会が開か

れることに感銘をいたします。

未来へつなぐために
　参加することで、新たな気持

ちで友人を、未来を拓く人材に

との思いで運動に取り組んでい

かなくてはと思った。

佐世保中央支部
大水　源也

島原支部
山田　哲夫

北松支部
出口　仁美

作業主任者講習会のご案内
①足場の組立て等作業主任者講習会
地区 日　　　　　　程 会　　場 受　講　料

長
崎
地
区

令和 8年10月 3 日㈯～
4日㈰

午前 ９時00分～
午後 ５時00分

（受付開始：午前 ８時30分より）

建設長崎本部
（長崎市城山町

17-58）

8,000円
（組合員には二千円
の助成あり）

【受験資格】満21歳以上で、足場作業に ３年以上従事した
経験を有する者

※�現在、足場作業の実務経験の要件は、『 ３年以上』と
なっていますが、今後は『足場の組立等特別教育を受
講後３年以上』に変更されることが予想されます。特
別教育を受講されていない方は、早いうちに受講いた
だきますようお願いいたします。

②木造建築物の組立て等作業主任者講習会
地区 日　　　　　　程 会　　場 受　講　料

長
崎
地
区

令和 8年11月14日㈯～
15日㈰

午前 ９時00分～
午後 ５時00分

（受付開始：午前 ８時30分より）

建設長崎本部
（長崎市城山町

17-58）

8,000円
（組合員には二千円
の助成あり）

【受験資格】�満21歳以上で、木造建築物の構造部材の組立
て又はこれに伴う屋根もしくは外壁下地の取
り付け作業に３年以上従事した経験を有する
者

【定　　員】�両講習とも20名（なお、受講者が10名未満の場合は中止する場合が
あります）

【受付方法】支部にて随時受付。下記の必要書類をご提出下さい。
【必要書類】①受講申請書（実務経験欄の証明が必要）

②運転免許証など本人確認ができる証明書の写し
③受講料
（学院発行の作業主任者手帳を所持している場合は、ご提出ください）
※証明写真は講習会当日に撮影します

※注　意� 個人事業主や一人親方層の実務経験の証明については、自己証明の
場合、第三者の証明が ２名分必要になります。

【問い合わせ先】
長崎労働局登録教習機関
長崎県建設技術専門学院本部
（TEL095-861-9261）
登録No.025-1（足場）
　　No.025-3（木建）
－有効2029年11月－
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七
月
十
日
㈮
、
建
設
長
崎
本

部
に
お
い
て
主
婦
会
総
会
が
開

催
さ
れ
、
主
婦
会
員
・
本
部
役

員
・
書
記
局
員
あ
わ
せ
て
四
十

三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
水
副
会
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
議
長
に
は
市
南
支

部
の
篠
原
美
香
さ
ん
、
佐
世
保

北
支
部
の
山
川
み
ち
子
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

山
形
会
長
、
佐

藤
執
行
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、

大
水
副
会
長
よ

り
経
過
報
告
が

行
わ
れ
、
山
形

会
長
か
ら
令
和

八
年
度
の
活
動

方
針
（
案
）、

役
員
選
出（
案
）

を
江
頭
事
務
局

長
よ
り
提
案
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
の

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
八
年
度
も
主
婦
会
と
し
て
積

極
的
に
活
動
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
、
山
形
会
長
の

「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」、
鳥
田
副

会
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
を
も
っ

て
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
長
崎
市
中
央

総
合
事
務
所
地
域
福
祉
課
の
福

嶋
さ
ん
と
谷
口
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、「
長
く
元
気
で
い
る
た

め
に
～
フ
レ
イ
ル
予
防
～
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
に
伴
い

筋
力
や
体
力
、
活
動
能
力
が

徐
々
に
低
下
し
て
い
く
状
態
を

指
し
ま
す
。
講
演
で
は
、
適
度

な
運
動
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
、
家
族
や
友
人
と
の

交
流
な
ど
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
後
に
は
、
参
加
者
全
員

で
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
簡
単
な

体
操
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

動
き
が
ず
れ
た
り
思
う
よ
う
に

い
か
な
か
っ
た
り
と
苦
戦
す
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
真
剣

な
表
情
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
会

場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
交
流
が

き
っ
と
皆
さ
ん
の
元
気
の
源
に

な
っ
て
い
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
た
い
へ

ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

本
部
主
婦
会
総
会

～
和
や
か
に
開
催
、
体
操
で
交
流
深
ま
る
～

～
今
年
も
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

　
　
　
　
下
五
島
地
区
「
ペ
タ
ン
ク
大
会
」
～

五
島
分
会

　
七
月
二
十
六
日
。
連
日
の
よ

う
に
ニ
ュ
ー
ス
で
は
「
今
年
は

○
年
に
一
度
の
暑
さ
で
す
」
と

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
日

も
朝
か
ら
青
空
が
広
が
る
な
か
、

下
五
島
地
区
の
組
合
員
と
家
族

に
よ
る
「
第
二
回
ペ
タ
ン
ク
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
も
体
育
館
を
会
場
と
し
、

現
場
用
の
扇
風
機
を
数
台
持
ち

込
む
な
ど
暑
さ
（
熱
中
症
）
対

策
を
行
い
、
少
し
で
も
涼
し
い

午
前
中
の
時
間
帯
に
実
施
し
ま

し
た
。
組
合
員
と
ご
家
族
あ
わ

せ
て
二
十
四
名
が
参
加
し
、
ま

ず
は
三
人
一
チ
ー
ム
・
計
七

チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
二
回
目
の
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
昨
年
よ
り
腕
前
が
上

が
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
秘
密

の
特
訓
の
成
果
な
の
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
各
コ
ー
ト
で
は

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
歓
声

と
笑
い
が
絶
え
ず
、
暑
さ
を
忘

れ
る
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
と
な

り
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
戦
の
後
は
個
人
戦
を

行
い
、
目
標
ラ
イ
ン
に
誰
が
一

番
近
づ
け
ら
れ
る
か
を
競
い
ま

し
た
。
ラ
イ
ン
を
オ
ー
バ
ー
す

る
と
失
格
に
な
る
た
め
絶
妙
な

力
加
減
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

ラ
イ
ン
上
に
ピ
タ
リ
と
止
め
る

方
も
お
り
、
一
投
ご
と
に
一
喜

一
憂
し
な
が
ら
全
員
が
投
げ
終

え
順
位
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
競
技
終
了
後
は
チ
ー
ム
戦
・

個
人
戦
そ
れ
ぞ
れ
の
表
彰
を
行

い
、
中
里
分
会
長
よ
り
順
位
に

～
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
笑
顔
広
が
る
～

大
村
支
部
プ
ラ
チ
ナ
友
の
会

　
六
月
二
十
七
日
㈯
、
大
村
支
部
は

プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
茶
話
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
支
部
三
役
・
奥
様
方
を
含

め
三
十
名
の
参
加
で
す
。
最
初
に
開

会
の
挨
拶
を
一
瀬
支
部
長
に
本
部
よ

り
佐
藤
副
委
員
長
に
挨
拶
を
頂
き
、

中
尾
副
委
員
長
の
乾
杯
で
茶
話
会
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。
会
話
・
笑
い
が
飛

び
交
い
〝
あ
っ
〟
と
い
う
間
に
二
時

間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
は
組
合
結

成
八
十
周
年
と
い
う
こ
と
で
二
名
の

方
の
表
彰
も
行
い
ま
し
た
。
年
長

者
・
表
彰
者
で
も
あ
る
元
本
部
執
行

委
員
の
寺
井
房
雄
（
九
十
一
歳
）
は

『
皆
さ
ん
と
久
し
ぶ
り
に
会
え
、
声

を
か
け
て
も
ら
い
嬉
し
か
っ
た
。
来

て
よ
か
っ
た
』
と
言
っ
て
頂
き
ま
し

た
。（
プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
の
風
景
は

大
村
支
部
と
し
て
イ
ン
ス
タ
に
挙
げ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し

ま
す
）
最
後
に
金
子
副
支
部
長
に
よ
り
一
丁

締
め
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
参
加
し
て
頂
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

応
じ
た
賞
品
が
手
渡
さ
れ
今
回
の
交
流
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

　
猛
暑
の
な
か
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
そ

し
て
会
場
の
準
備
や
賞
品
を
ご
用
意
い
た
だ
い

た
役
員
の
皆
様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
来
年
以
降
も
交
流
の
機
会
を
作
っ
て
い

た
だ
き
、
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
含
め
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め
る
交
流
会
が
出
来
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

令
和
八
年
度
、
脳
ド
ッ
ク
補
助
事
業
も

実
施
し
て
い
ま
す
！

一
．
補
助
対
象
者

　
毎
年
四
月
一
日
現
在
で
四
十

歳
以
上
の
方

　
四
月
二
日
～
翌
年
の
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
期
間
に
四
十
歳

に
達
し
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
年
度
以
降
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

二
．
対
象
検
査

　
医
療
機
関
に
お
い
て
実
施
す

る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
（
自

費
診
療
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

三
．
検
査
費
用

　
検
査
費
用
が
一
五
、
〇
〇
〇

円
以
上
で
あ
る
場
合
に
限
り
、

一
回
に
つ
き
最
大
二
〇
、
〇
〇

〇
円
が
補
助
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
補
助
に
つ
き
ま
し
て
は
、

二
年
に
一
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

（
例
）
令
和
八
年
五
月
受
診
の

場
合⇒

令
和
十
年
四
月
よ
り

再
度
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
）

四
．
補
助
対
象
人
員

　
補
助
対
象
人
員
を
六
十
名
と

し
、
人
員
に
到
達
次
第
、
終
了

と
な
り
ま
す
。

　
今
後
の
補
助
状
況
等
を
踏
ま

え
、
所
要
の
見
直
し
等
を
行
い

ま
す
。

五
．
実
施
期
間

　
令
和
八
年
四
月
一
日
受
診
分

よ
り

六
．
申
請
方
法

　
各
所
属
事
務
所
の
窓
口
に
脳

ド
ッ
ク
補
助
金
申
請
書
用
紙
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
下
記
記
載

の
申
請
に
必
要
な
も
の
を
ご
持

参
の
上
、
お
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
領
収
証
（
原
本
）
※

・
印
鑑

・�

ご
指
定
の
金
融
機
関
の
通
帳

（
注
）

※�

領
収
書
（
原
本
）
は
、
受
診

者
名
、
日
付
、
医
療
機
関
名
、

金
額
、
但
し
書
き
に
明
記

さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
り

ま
す
（
レ
シ
ー
ト
不
可
）

七
．
支
払
方
法

　
申
請
書
受
付
月
の
翌
月
十
五

日
（
土
日
祝
日
の
場
合
は
次
の

平
日
）
に
ご
指
定
の
金
融
機
関

に
送
金
す
る
予
定
で
す
。
尚
、

支
給
決
定
（
振
込
）
通
知
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
預
金
通

帳
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

八
．
申
請
期
限

　
補
助
申
請
の
期
限
は
、
領
収

書
発
行
日
（
受
診
日
）
よ
り
一

年
と
し
ま
す
。

（
注
）
申
請
の
際
に
、
必
ず

「
ご
指
定
の
金
融
機
関
の
通
帳
」

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
ご
提
出
が
な
い
場
合
、
送
金

が
保
留
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

残りわずか 令和 8年度　巡回健診
令和 ８年度巡回健診実施日程
実施日 健診時間帯 健診会場（予定）

９月13日㈰
９時30分～12時

平戸文化センター（会議室Ａ）

９月27日㈰ 広田地区コミュニティセンター（佐世保）

【お申込みに関するお願い】
・�巡回健診のお申込みは準備の都合上、実施日の ２ 週間前必着で組合へお申込み�
ください。

※40歳未満の方も2, 000円のご負担で受診可能です。
→実施日までに各所属支部の窓口にてお支払いいただくようお願いいたします。
　金銭授受による混雑を避けるため、ご協力をお願いいたします。
　なお、やむを得ない場合は、各所属支部にご連絡をお願いいたします。

　
九
月
十
九
日
～
二
十
一
日

に
兵
庫
県
姫
路
市
で
開
催
さ

れ
る
「
全
建
総
連
第
四
十
二

回
全
国
青
年
技
能
競
技
大

会
」
に
向
け
、
長
崎
県
（
建

設
長
崎
）
代
表
選
手
の
選
考

会
を
七
月
二
十
六
日
に
組
合

本
部
で
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
三
名
【
永
田
義
純
（
東
長

崎
支
部
）・
梅
里
健
太
（
佐

世
保
中
央
支
部
）・
水
元
良

太
（
北
松
支
部
）】
の
組
合

員
が
参
加
し
、
本
番
と
同
じ

内
容
の
課
題
で
技
能
を
競
い

ま
し
た
。
審
査
員
に
よ
る
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
お

二
人
が
長
崎
県
代
表
と
し
て

全
国
大
会
に
臨
み
ま
す
。

【
全
国
大
会
出
場
選
手
】

永
田　
義
純
（
二
十
三
歳
・
東
長
崎
支
部
）

梅
里　
健
太
（
三
十
二
歳
・
佐
世
保
中
央
支
部
）

青
年
技
能
競
技
大
会
出
場
者
選
考
会
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